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6 （一変数関数の積分の定式化）

(1) f(x) = x2 の [0, a] での定積分 I =

∫ a

0

f(x)dx を計算したい。

分割 ∆n : 0 = x0 < x1 < · · · < xn = a を n 等分な分割（即ち xi =
ia

n
）とする。

(a) 各小区間 Ii = [xi−1, xi] での f(x) の下限 mi = inf
x∈Ii

f(x) および上限 Mi =

sup
x∈Ii

f(x) は何か。

(b) s∆n =
n∑

i=1

mi(xi − xi−1) 及び S∆n =
n∑

i=1

Mi(xi − xi−1) を計算せよ。

(c) 任意の n に対して s∆n ≤ I ≤ S∆n であることから、I =

∫ a

0

f(x)dx を求め

よ。（ lim
n→∞

s∆n , lim
n→∞

S∆n が、それぞれ存在して等しくなることを確かめよ。）



(2) 閉区間 I = [−2, 2] で定義された次の関数 f が積分可能であることを、定義に基
づいて示せ：

f(x) =

{
0 (x < 0のとき)

3 (x ≥ 0のとき)

（もちろん直観どおり、
∫
I

f(x)dx = 3 · 2 = 6 である。定義に基づいてこれが示せ

るように、適切な I の分割を考えよ。）


